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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､プロテオグリカンの腫疾進展-の関与を解析するために､上皮性卵巣がん
におけるシンデカン-1およびバーシカンの発現様式､臨床病理学的因子ならびに予後と
の関連性を 111症例を対象として免疫組織化学的に検討したものである｡その結果､原
発巣と転移巣では､両者は上皮､間質ともに同様の発現を示し､上皮におけるシンデカ
ン-1の発現消失､間質でのシンデカン-1およびバーシカンの発現が予後不良因子とな
ることを確認した｡プロテオグリカンが上皮性卵巣がんの腫癌進展に重要な役割を果た
していることを示した価値ある業績と判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
